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学校だより東　宮(しののめ)車一

ハ戸市立乗中学校Te1 31-3170 31-3180

※濫発諜既警演芸詔三ログでも　hFs:/12u-ii3.Ohe.edj,higwi｣′

◇◇共育8 8 ◇◇　　　　(｢共育｣ ‥皆さんと｢共に育む｣の意味です.a)

本物から学ぶ｢東中学校平成2 3年度第1回教育講演会｣
生徒の′Ll rこ火かつきま　L′た_/

東中学校では､例年｢依頼心を絶つ｣ことや｢人権感覚の伸長｣をねらう教育活動の一
端として､教育講演会を公開行事として企画･実施しております｡昨年度は､坂本日登美
さん､新妻香織さん､桑山紀彦さんの3名の方のお話を聞きましたが､今年度は､高橋幸
治さんをお迎えして､ 6月2日に-回目を行いました｡

高橋さんは､高校時代､下半身が麻痔する大事故に遭いながらも､不屈の闘志でそれを
乗り越え､アームレスリング車椅子の部で世界チャンピオンにまでなった方です｡また､

車椅子の部門だけにとどまらず､現在はハンデをものともせず､健常者も含めたアームレ
スリング世界選手権において入賞を目指している､現役のアスリートでもあります｡

高橋さんのお話の中には､示唆に富む言葉がいっぱいあり､生徒たちは真剣に聞いてお
りましたし､その後アームレスリングでは力いっぱい対決し､最後は生徒全員が握手をし
て力をいただきました｡間近に迫った｢市中体夏季大会｣に向けて､生徒の心にも火がつ
いたのではないかと思います｡

高橋さんの講演内容は裏面に､生徒の感想は右側に掲載いたしますので､ご覧いただい
て､講演会の雰囲気を感じ取っていただければ幸いです｡
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今日､教育講演会があり､アームレスリングの元チャンピオンの高橋さんが来て､お

話をしてくれました｡

私が高橋さんから学んだことはたくさんあります｡まず一つ目は､自分より弱い人に

勝って満足するのではなく､もっと上へと挑戦していくということです｡チャンピオン

になっても､まだ自分より強い人を求めているところがすごいなぁと思いました｡二つ

日は､ ｢心の支えになるものを見つけて続けてほしい｡ ｣という､高橋さんのメッセー

ジです｡私はまだ､心の支えになるようなものを見つけてはいませんが､何がきっかけ

となるかはわからないので､自分に合いそうなものがあったら､何にでも挑戦してみよ

うと思います｡

今日の高橋さんのお話は､とてもためになりました｡もう少しで市中休夏季大会や2

次考査など行事がたくさんありますが､私も高橋さんのお話をはげみにして､一生懸命
がんばろうと思います｡ (1年4組　藤森楓恋)

今日､高橋幸治さんのお話を聞いて､常に一生懸命部活をやろうと思いました｡特に

高橋さんの考え方がすぼらしいと思いました｡事故にあってしまって､歩けなくなると
いうことは､相当なショックだったと思います｡でも､車椅子の生活になっても､頑張

ってリハビリをしている姿に感動しました｡

高橋さんは事故にあってしまったけど､ ｢アームレスリング｣という一つのスポーツ

に出会い､本気で夢中になって取り組んでいるところがすぼらしいと思いました｡私も

これから生きていくうえで､一生付き合っていける､夢中になっていけるものを見つけ

たいです｡

私は､今陸上をやっていますが､なかなかタイムが伸びずに悩むこともあります｡で

も､高橋さんのお話を聞いたら､ ｢まだまだ自分は上にいける｣ ､そんな気がしました｡

負けた人にしか分からない強さを発揮していけるようにしたいです｡

アームレスリングと陸上､共通したところがいくつかありました｡ ｢イメージする｣

ことも大切なことなので､私も試合前にやりたいと思います｡試合で負けても､挑戦す

るということを忘れず､本気でぶつかっていきたいです｡ (2年2組　田中真衣)

今日､この講演を聞いて､思ったことが二つあります｡

まず一つ目は､ ｢何があっても諦めない心を持つ｣ということです｡高橋さんは､事

故のため車椅子で生活しなければならなくなったということを聞きました｡でも､高橋

さんは､車の免許をがんばって取得したり､高校に行ったりと､何事にも諦めることが

なかったところが印象的でした｡そして､知り合いにすすめられた｢アームレスリング｣

に挑戦してみたところに感動しました｡自分で特技を見つけて､それを続けていくこと

が大切だと思いました｡

二つ目は､ ｢挑戦し続ける心を持つ｣ということです｡高橋さんが最後におっしゃっ

ていた､ ｢自分よりも強い相手に挑むのか､そこで終わってしまうのか｣というところ

が､いい言葉だと思いました｡これから市中体もあるし､受験もしなければならなくな

ります｡でも､この言葉を思い出すと､自分が挑戦し続ける心を忘れないでいられるよ

うな気がしました｡今まで諦めてしまいそうになることがたくさんありました｡でもこ

れからは､すぐに諦めない強い心を持った人間になりたいです｡ (3年1組　高橋佑果)


